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研究種別 ■自主研究 17     公益目的事業 19 

主査名 宮武宏輔 東京経済大学准教授 

研究テーマ 
ラストマイルを担う貨物軽自動車運送業者と宅配便事業者のネットワ

ーク再編に関する研究 

研究の経過（4 月～9 月）： 

ネット通販サービスの発展と多様化により消費者向けの配送需要が増加し、またラストマイ

ルの担い手として貨物軽自動車運送業者の存在感が高まっている。これに対して、宅配便事業

者も従来の物流ネットワークの見直し（拠点数削減による効率化など）を進めている。本研究

課題では、ネット通販需要の増加に対応した宅配便ネットワークの再編の現状と今後の方向性

を整理し、ラストマイルを担う運送業者との関係性を含めて、その在り方を検討する。 

① 第 1 回オンライン併用研究会（5月 22日） 

「ラストマイル・ネットワークにおけるドライバーの労働者性の実態と認識」（須藤） 

「マルチコンテンツロッカーを活用した配送モデルの実証について」（城戸・宮武） 

「構造的な賃上げ環境の実現に向けた提言（中間論点整理）」（佐々木） 

「韓国釜山新港における自由貿易地域の成功要因」（根本・石原（伸）・石原（祐）） 

「【ヤマト HD】持続可能なサプライチェーンの構築に向け共同輸配送のオープンプラット

フォームを提供する新会社を設立」「【確定】記者説明資料」（高野） 

② 第 2 回オンライン併用研究会（7月 26日） 

「物流業の発展に伴う物流業務の変化に関する考察」（石原祐介） 

「中国における返品送料保険制度と日本への適用可能性」（宮武） 

『タイにおけるトヨタの経営「現地化」とトヨタ生産システム』、「ISL2024 Industrial Visit at 

Toyota Thailand (Gateway Plant)」、（林） 

③ 第 3 回オンライン併用研究会（9月 18日） 

「小型物流拠点としてのロッカーの利用可能性について」（城戸） 

「ラストマイル・ネットワークにおけるドライバーの労働者性」（須藤） 

「トラック運賃の値上げが物価に及ぼす影響 ～「運べない危機」への一提案～」（根本） 

下期へ向けて（課題等）： 

文献調査や最新統計の分析、ウェブアンケート調査分析を引き続き実施していく予定であ

る。軽貨物運送業者の実態調査については、アンケートだけでなくインタビューの実施も検

討していく。「ドライバーの労働者性」、「ロッカーの利用可能性」に関する研究成果の一部

は、日本物流学会誌等に投稿を予定している。 
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